
ひ と り で 学 ぶ み ん な で 学 ぶ
一 人 と 集 団  そ れ ぞ れ で の 居 場 所 を 考 え た 小 学 校 建 築

い つ の 間 に か 屋 根 の 上 に 上 が る
屋 根 を 上 っ た 先 に 昇 降 口 が あ る

1 階 は ク ロ ー ズ ド な 学 習 空 間

子 供 た ち の 居 場 所 に な る
テ ラ ス と 吹 き 抜 け

地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 停 留 所

大 屋 根 か ら 飛 び 出 す 特 別 教 室

地 域 に や わ ら か く 構 え る 南 北 の 庭

ス ト ラ イ プ に 沿 っ た ス ロ ー プ の 段 差
側 面 が 本 棚 に な る

周 辺 道 路 の 延 長 に あ る 通 り 抜 け 通 路

　近年、教育現場における ICT 化が進め

られている。北欧諸国をはじめとして、

世界各国で、教育の ICT 化が進んでいる。

日本では、2020 年の新型コロナウイル

スの流行により人々が集まること自体が

見直された。その動きは、小学校にも影

響を及ぼし、休校という措置が取られた。

その際、円滑にオンライン学習を行うこ

とができるような環境が整っていないこ

とがほとんどで、日本の教育現場におけ

る ICT 整備の脆弱さが浮き彫りとなった。

このことが、ICT 化の流れが一層強まる

きっかけとなった。

　今後、教育は子供一人ひとりに合わせ

たよりパーソナルなものになっていくだ

ろう。日本では 5 年後までに１クラスの

上限人数を 40 人から 35 人に引き下げ、

子供たち一人ひとりにより寄り添った教

育を目指す。ICT 化により、一人一台の

端末配布や校内 LAN の整備が進むとこの

傾向は一層強まる。例えば、AI による学

習診断により個別最適化され出題された

問題を解いたり、自分だけの端末を用い

た表現を学ぶ、海外や大学・専門家など

と繋がって学ぶなど、一人ひとりの長所

を伸ばすような機会を設けたりできる。

　いよいよ日本の ICT 教育実現へ幕を開

けた。現在の教育からどのように変化し、

また、どのような建築で、変化した先の

教育が行われるだろうか。ICT によりパー

ソナルになる教育体制にフィットする学

校建築の提案である。

1.background

I C T に よ る 教 育
の パ ー ソ ナ ル 化

個人の居場所 ホームベース

学習を行わない
→壁で囲う必要がない

2.proposal　
ひとりの居場所と開かれたホームベース
　ICT 化が進んだ場合、主要 5 科目は個人の端末と A I
を用いた個人学習にシフト、即ち、時間割の約 60 パー
セントが個人学習の時間になる。　　
　一人ひとりに適した学習には、一人ひとりに適した空
間が不可欠だ。そして、これまでのような壁で囲われた
教室は必要なくなり、オープンなホームベースになる。
　これらがワンルーム的に置かれる公園のような建築を
つくる。

5.idea-1　
自由に選択できる居場所

5.idea-2　
緩やかなゾーニングによるホームベース

5.idea-3　
身近な遊び場としての中庭

5.idea-4　
要素を結ぶ大屋根
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HR：道徳、総合

中庭、裏庭、体育館：体育、特活

特別教室：音楽、図工、特活

個人学習 ( 全体の 60%）

3. s ite　
愛知県尾張旭市 城山小学校

尾張旭市は名古屋市中心部から北東へ約
15km のところに位置する市である。

対象敷地は、南はため池を中心とした自然
豊かな公園、その他三方は住宅街に囲まれ
ている。

　この地域では、古くから農業を中心とした生活が行われていた。農業を進める上で必要不可欠な水を確保するため “ため池”

が多く作られた。　江戸時代の絵図にはため池の位置が詳細に描かれ、この地に日常的な存在だったとわかる。昭和からの

宅地開発によりその数は減少し、1967（昭和 42）年、摺鉢池というため池を埋め立てて作られたのが、城山小学校である。
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1893 年 ( 明治 26 年 ) の地図1849 年 ( 嘉永２年 ) の絵図

尾張旭と” ため池” の歴史
4. how to make

大屋根をかけるまで
①もともとの道路と周辺の街区から、敷地
をストライプ状に区切り、通り抜け通路と
スロープ、　2 層のボリュームになる帯を決
める。帯の中外がそれぞれ質の違う子供た
ちの居場所になる。

②帯からボリュームを削り抜けをつくるこ
とで、　帯南北の空間がつながる。

③そこに” ため池” の形を手がかりとした
大屋根をかけ、多極的 vo id をあける。
　そこを吹き抜けや中庭空間にすること
で、子供たちの居場所にバリエーションを
生みだす。屋根の上を歩くこともできる。

　一人ひとりが居心地が良いと感じる場所を選ぶことがで
きるように、１～６人向けの座席・・・何人ででも腰かけ
られるスロープを利用した段差を用意する。

　人数の構成に加え、その座席が置かれる空間にも箱と
して閉じられた空間、オープンな空間、その間の空間と
バリエーションを与える。２層の帯の 1 階部分がクロー
ズドな学習空間になる。
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　朝の会や給食、道徳、総合（３年生以上）といった時間は、
クラス単位でホームベースにて行われる。トップライトと床材
の変化、曲面の壁による緩やかなゾーニングになる。家具が少
ないため、面積は約 40 ㎡になっている。

　体育以外の時間でも、子供たちは個人学習の余った時間で自由に遊べる。
　中庭は、採光・通風のためであると同時に、子供たちにとって身近な
遊び場になる。中庭は芝生仕上げになっており、上履きのまま校内の
移動にも使われることを想定している。
　

　子供たちの昇降口は全て、屋根を登った先に位置して
いるため、６年間全員が同じ屋根の上を歩いて登下校す
る。そのため、屋根は所々地面に接している。

　さまざまな要素を、波打つ屋根で覆うと、屋根の下の
空間がシームレスに繋がり、大きな室内公園のようにな
る。大きな屋根がみんなで学んでいることの意味を表す。
　
　　

　波打ち方により、地域に対してもさまざまな効果を生
む。場所ごとに上記の要素を適用させ、屋根の形を決定
している。
　屋根は、もともとこの地にあったため池を模し、敷地
南側に今も残るため池と調和する。
　　
　　

いつの間にか屋根の上にいる。

シームレスな屋根の下の空間になる。

より迎え入れる感じになる。

半屋外空間を広くとり、
地域にやわらかく構える。

・西側の長辺で外部を受け入れる
・南東の山を受け入れる

・西側の長辺で外部にやわらかく構える
・北側の裏庭との間を広くとり、
　やわらかく構える

スロープの段差に集う子供たち

オープンなホームベースは学年で大きな空間としても使える

中庭は芝生仕上げになっている

屋根の上から南側ため池を望む


